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５
　
遺
跡
の
種
類
　
水
田
跡

・
墓
地
跡

・
集
落
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
縄
文
晩
期
を
鎌
倉
前
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

服
部
遺
跡
は
、
琵
琶
湖
の
南
、　
一
級
河
川

「
野
洲
川
」
の
下
流
、
天
丼
川
化

し
た
南
北
三
分
流
に
は
さ
ま
れ
た
中
洲
に
所
在
す
る
。
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八
月
、
建
設
省
が
実
施
す
る
野
洲
川
政
修
∧
放
水
路
∨
工
事
中
に
発
見
さ
れ
、

四
次
に
わ
た
る
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
は
、
∧
放
水
路
∨
の
幅
、
東
西
二
Ｏ
Ｏ
ｍ
、
延
長
南
北
六
Ｏ
Ｏ
ｍ
、
総

面
積
十
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
び
、
旧
田
面
下
三
ｍ
ま
で
、
各
時
代
の
遺

構
が
何
枚
も
重
複
し
て
認
め
ら
れ
た
。
検
出
さ
れ
た
主
要
な
遺
構
は
、
①
弥
生

前
期
水
田
跡

。
同
集
落
跡
、
０
弥
生
中
期
方
形
周
濤
墓
群

。
同
集
落
跡
、
Θ
古

墳
前
期
集
落
跡
、
い
古
墳
中

・
後
期
古
墳
群
、
⑤
奈
良

・
平
安
時
代
掘
立
柱
建

物
群
な
ど
で
、
コ
ン
テ
ナ
三
〇
〇
〇
箱
以
上
に
の
ば
る
土
器
類
を
は
じ
め
、
大

量
の
木
器
、
石
器
の
出
土
を
み
た
。

木
簡
を
出
土
し
た
の
は
、
調
査
域
を
約

一
〇

一
ｍ
の
間
隔
で
、
平
行
し
て
東

か
ら
西
に
流
れ
る
二
条
の
濤
で
、　
い
づ
れ
も
、　
そ
の
下
層
か
ら
、　
奈
良
時
代

後
期
の
須
恵
器

。
土
師
器
を
伴

っ
て
出
土
し
た
。
二
条
の
濤
は
、
今
日
ま
で
使

用
さ
れ
て
い
る
条
里
の
条
界
を
走
る
水
路
の
直
下
で
検
出
さ
れ
た
も
の
で
、
こ

の
地
域
の
条
里
施
行
の
上
限
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。
奈
良
時
代
に
所
属
す

る
掘
立
柱
建
物
跡
に
は
二
群
が
認
め
ら
れ
、
主
軸
を
正
南
北
に
と
り
、
比
較
的

大
き
な
柱
穴
を
も
ち
、
建
物
の
規
模
も
大
き
い
Ａ
群
と
、
建
物
の
方
位
を
条
里

に
規
制
さ
れ
、
や
や
小
規
模
な
建
物
の
多
い
Ｂ
群
で
、
木
簡
を
出
土
し
た
二
条

の
濤
が
、
後
者
に
関
連
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
濤
内
か
ら
は
、
木
簡

の
ほ
か
、
大
量
の
墨
書
土
器
を
は
じ
め
、

「
乙
貞
」
銘
の
釦
印
、
和
同
開
弥
な

ど
四
種
の
釦
銭
、
帯
金
具
、
横
櫛
な
ど
が
出
土
を
み
て
お
り
、
右
の
二
群
の
建

物
群
が
、

『
和
名
抄
』
所
載
の
野
洲
郡
服
部
郷
の
中
心
的
な
遺
構
で
あ
る
こ
と

を
強
く
示
唆
す
る
と
言
え
よ
う
。
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木
簡
の
釈
文

・
内
容

木
簡
は
、
絵
馬
と
考
え
ら
れ
る
も
の
、
曲
物
の
底
に
墨
書
し
た
も
の
を
含
め

て
、
計
五
点
を
数
え
る
。
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以
上
五
点
の
う
ち
、
①
の
み
が
、
南
側
の
条
里
濤

（
ｓ
Ｄ
７
）、
②
ぞ
⑤
が
北

側
の
濤

（
Ｓ
Ｄ
５
）
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
④
に
み
え
る

「
農
」
は
、
前
述
の
墨

書
土
器
に
も
、
大
量
に
み
え
て
お
り
、

「
鳥
益
」
と
い
う
墨
書
を
含
め
る
な
ら

３０
点
以
上
に
の
ば
る
。
本
遺
跡
の
性
格
を
考
え
る
上
で
、
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
ろ
う
。
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1979年 出上の木簡

服部遺跡木簡出土地点図




